
寺
田
寅
彦
「
茶
わ
ん
の
、
湯
」
ま
で

-

　

科

学

説

明

文

教

材

の

文

体

形

成

文

部

省

著

作

最

後

の

国

定

国

語

教

科

翼

小

学

校

用

r

国

語

竺

ハ

学

年

中

j

(

脚

和

二

十

二

年

発

行

)

に

は

、

寺

田

寅

彦

の

「

茶

わ

ん

の

粉

」

が

採

録

さ

れ

て

い

る

。

「

茶

わ

ん

の

場

」

は

、

も

と

r

赤

い

鳥

し

大

正

十

1

年

五

月

号

に

掲

城

さ

れ

た

も

の

で

、

こ

の

1

時

代

前

に

書

か

れ

た

科

学

読

物

が

戦

後

の

新

し

い

国

語

教

育

の

出

発

を

期

し

た

教

科

書

に

採

用

さ

れ

t

の

ち

中

学

校

用

教

材

と

し

て

な

か

-

生

命

を

保

っ

て

き

た

こ

と

に

注

目

し

て

み

た

い

。

か

つ

て

'

中

谷

宇

吉

郎

は

'

「

茶

碗

の

沿

」

(

原

文

は

「

碗

」

と

な

っ

て

い

る

)

を

評

し

て

'

「

芸

が

身

に

一

つ

い

た

人

の

芸

談

に

あ

る

よ

う

な

生

き

た

詰

」

と

述

べ

'

「

背

の

仙

人

は

'

1

つ

の

壷

の

中

に

森

排

万

象

の

姿

を

見

た

と

い

う

が

'

1

杯

の

茶

碗

の

粉

の

中

に

も

'

全

宇

宙

の

法

則

が

あ

る

と

い

う

こ

と

も

出

・

ト

蝣

蝣

蝣

-

.

'

i

[

た

-

ォ

.

・

.

・

;

-

-

!

-

・

-

;

-

,

中

∴

∵

∵

り

い

∵

'

-

-

'

"

・

¥

)

-

二

い

よ

う

な

人

は

、

な

か

な

か

い

な

い

。

」

(

注

1

)

と

述

べ

た

。

こ

の

中

谷

宇

吉

郎

の

こ

と

ば

は

、

こ

の

科

学

読

物

教

材

が

な

が

-

生

命

を

保

っ

て

い

る

ゆ

え

ん

を

言

い

当

て

て

い

る

。

寺

田

靖

彦

の

エ

ッ

セ

ー

の

中

に

'

寅

彦

白

身

の

教

科

討

観

、

教

材

観

を

う

か

が

う

こ

と

の

で

き

る

も

の

が

あ

る

。

読

本

誉

の

け

て

見

る

。

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

作

者

の

あ

ら

ゆ

る

文

体

の

見

小
　
　
田
　
　
辿
　
　
夫

木
が
百
貨
店
の
飾
り
棚
の
ご
と
-
北
べ
ら
れ
て
あ
る
。
今
の
生
徒
は
徒
然

叩
や
大
鏡
な
ど
を
ぶ
っ
通
し
に
読
ま
さ
れ
た
時
代
の
「
こ
-
」
の
あ
る
退

屈
さ
を
知
ら
な
い
代
わ
り
に
へ
頭
に
し
み
る
何
物
も
得
ら
れ
な
い
か
も
し

-
1
-
-
な
い
.

自
分
ら
が
商
売
か
ら
何
よ
り
も
目
に
つ
-
の
は
物
理
学
の
中
等
教
科
書

の
内
容
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
に
規
定
さ
れ
た
だ
け
の
項
目
を
盛

り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
か
ら
で
は
あ
ろ
う
が
'
実
に
ご

た
ご
た
と
よ
く
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
す
し
詰
め
に
な
っ
て
い
る
.
(
中
略
一

そ
の
う
ち
の
1
つ
だ
け
に
し
て
他
は
割
愛
し
て
'
そ
の
か
わ
り
そ
の
一
つ

を
も
う
少
し
詳
し
く
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
た
ほ
う
が
ほ
ん
と
う
の
「
物

E
f
」
を
教
え
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
中
堕

三
つ
の
も
の
を
7
つ
に
轡
り
し
て
も
そ
の
中
の
い
ち
ば
ん
根
本
的
な
1

つ
を
み
っ
し
り
よ
く
刑
解
し
の
み
込
ん
で
し
ま
え
ば
'
残
り
の
二
つ
は
ひ

と
り
で
に
わ
か
る
と
い
う
の
が
基
礎
的
科
学
の
本
来
の
面
目
で
あ
る
。
そ

う
で
な
く
て
も
1
つ
の
も
の
を
よ
-
玩
味
し
て
そ
の
う
ま
さ
か
わ
か
れ
ば

他
の
も
の
へ
の
食
欲
は
お
の
ず
か
ら
誘
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
「
マ
ー
カ

ス
・
シ
m
I
と
レ
ビ
ュ
ー
式
教
育
」
注
2
)

わ
ず
か
1
杯
の
茶
碗
の
粉
と
沿
気
の
観
察
か
ら
'
さ
ま
ざ
ま
の
物
即
現
象
に

通
じ
る
班
別
の
存
在
に
気
づ
か
せ
'
「
1
見
な
ん
ら
の
関
係
も
な
い
よ
う
な
事
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象
の
間
に
密
接
な
連
絡
を
兄
い
だ
し
'
個
々
別
々
の
事
実
を
1
つ
の
系
に
ま
と

め
る
」
　
(
注
3
)
　
と
い
う
科
学
の
方
法
原
則
を
容
易
に
理
解
さ
せ
て
-
れ
る
こ

の
文
章
は
'
右
の
寅
彦
の
教
材
観
を
み
ご
と
に
具
現
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
「
い
ち
ば
ん
根
本
的
な
1
つ
を
み
っ
し
り
よ
-
和
解
し
の
み
込
ん

で
し
ま
え
ば
」
す
な
わ
ち
「
一
つ
の
も
の
を
よ
-
玩
味
し
て
そ
の
う
ま
さ
が
わ

か
れ
ば
他
の
も
の
へ
の
食
欲
は
お
の
ず
か
ら
誘
発
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
は
'

教
材
の
あ
り
方
の
1
つ
の
普
遍
原
別
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
'
こ
の
「
茶
わ
ん
の
場
」
に
科
学
説
例
文
教
材
の
7
つ
の
到
達

点
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
'
さ
ら
に
そ
の
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
、
教
科
書
の
科
学
説
明
文
教
材
の
歩
み
の
小
さ
な
鳥
際
図
を
措
い

て
み
た
い
。
個
々
の
教
材
の
特
質
を
と
ら
え
る
視
点
の
中
に
、
教
材
の
史
的
形

成
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

科
学
教
育
を
直
接
の
目
的
と
し
な
い
国
語
科
教
材
と
し
て
の
科
学
説
明
文
教

材
の
把
桝
の
槻
点
は
'
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
説
明
文
の
表
現
法
に
限
定
さ
れ

る
。
勿
論
'
表
現
法
は
表
現
内
容
の
あ
り
方
に
規
制
さ
れ
る
が
'
内
容
の
教
育

的
価
値
の
形
成
'
発
展
は
'
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。
そ
れ
は
t
 
m

科
教
L
'
E
の
課
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
語
科
教
育
の
課
題
は
、
寺
田
寅
彦
の
さ
き

ほ
ど
の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
'
読
む
活
動
に
よ
っ
て
へ
　
そ
の
う
ま
さ
か
わ
か
る

よ
う
に
さ
せ
'
そ
の
結
果
'
他
の
も
の
へ
の
食
欲
が
誘
発
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
'
ど
の
よ
う
に
読
ま
せ
る
べ
き
か
'
ま
た
、
そ
の
た
め
に
教
材
の
表
現
法
'

説
明
法
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
'
そ
の
表
現
法
を
考
察
す
る
た
め
に
'
な
る
べ
-
同
1
素
材
の

も
の
を
内
容
と
す
る
教
材
を
い
-
つ
か
取
り
あ
げ
、
そ
の
説
明
法
の
差
異
を
'

科
学
読
物
の
文
体
形
成
の
視
点
か
ら
'
ま
ず
大
づ
か
み
に
と
ら
え
る
こ
と
に
し

た
い
。な
お
'
教
材
は
'
r
日
本
教
科
か
大
系
近
代
編
」
　
(
講
談
社
)
第
4
独
～
第

9
怨
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

二

明
治
期
の
小
学
校
用
読
本
の
中
に
科
学
を
説
明
す
る
同
1
素
材
の
教
材
を
さ

が
し
て
い
く
と
、
「
空
気
」
と
屈
す
る
も
の
へ
お
よ
び
'
空
気
の
こ
と
を
題
材

と
す
る
教
材
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
-
。
そ
の
中
か
ら
'
ま
ず
、

明
治
初
年
の
小
学
読
本
を
代
表
す
る
も
の
と
い
わ
れ
た
、
田
中
義
脈
荊
r
小
学

読
本
』
　
(
明
治
6
年
・
文
部
省
刊
)
　
の
も
の
を
示
し
て
み
よ
う
。

地
球
ノ
'
周
囲
ヲ
包
ミ
テ
、
万
物
ノ
内
外
ニ
、
充
満
ス
ル
者
ヲ
、
空
気
ト

云
フ
'
其
高
サ
凡
二
十
余
翼
下
ハ
濃
厚
ニ
シ
テ
'
上
ハ
稀
薄
ナ
リ
'
空

気
ハ
'
其
色
滞
ク
シ
テ
、
透
明
ナ
ル
ヲ
以
テ
'
人
目
二
触
レ
ズ
ト
雄
'
井

気
へ
充
満
セ
ザ
ル
所
無
ク
、
算
木
此
中
二
生
茂
シ
'
人
畜
其
中
二
生
活
ス
'

全
山
ヲ
動
カ
セ
バ
、
風
ヲ
生
ジ
'
又
速
二
珪
レ
バ
'
休
二
抗
ス
ル
モ
ノ
ア

ル
ヲ
覚
ユ
'
是
即
空
気
ノ
、
充
満
セ
ル
謹
ナ
リ
'
凡
地
球
上
ニ
'
生
活
ス

ル
モ
ノ
バ
、
空
気
ヲ
呼
吸
シ
テ
、
共
益
ヲ
受
ケ
ザ
ル
者
ナ
シ
'
故
二
空
気

ヲ
生
活
物
'
第
T
ノ
要
品
ト
ス
'
(
以
下
略
)
　
(
巻
之
四
第
七
)

こ
れ
は
t
 
m
科
的
知
識
を
客
観
的
に
伝
え
る
こ
と
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
文
帯

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
'
子
ど
も
を
読
み
手
と
し
て
意
識
す
る
文
体
上
の
配
慮
は

ほ
と
ん
ど
う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
'
次
に
示
す
小
野
太
郎
嗣
r
小
学

押
科
吾
』
　
(
明
治
2
0
年
・
災
英
蛍
刊
)
　
(
小
学
校
令
に
よ
っ
て
刑
科
が
設
紅
さ
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れ
て
か
ら
'
も
っ
と
も
=
+
ぐ
出
版
さ
れ
た
も
の
)
　
の
「
空
気
ノ
話
」
と
比
較
し

て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

空
気
ハ
'
人
ノ
目
二
見
エ
ザ
レ
ド
モ
'
地
球
ノ
周
囲
至
ル
処
ト
シ
テ
ア
ラ

ザ
ル
ハ
ナ
シ
'
井
高
サ
凡
ソ
三
四
十
里
ア
リ
テ
'
動
物
植
物
之
二
依
リ
テ

共
生
ヲ
保
ツ
コ
ト
'
前
二
記
シ
ク
ル
ガ
如
シ
'
今
此
二
空
気
ノ
存
在
ス
ル

讃
拠
及
ビ
'
井
作
用
二
就
テ
大
略
ヲ
述
ベ
ン
'

故
等
'
一
鼠
ヲ
閑
キ
テ
之
ヲ
揺
ガ
セ
バ
'
皮
膚
二
風
ノ
触
ル
ゝ
ヲ
覚
ユ
ル
ナ

ラ
ン
'
此
凪
ハ
即
チ
空
気
ノ
動
訊
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
'
空
気
ナ
ケ
レ
バ
風

ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
'
又
手
ヲ
仲
バ
シ
テ
急
二
上
下
シ
'
戎
ハ
左
右
二
動

カ
セ
バ
'
手
工
触
ル
ゝ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
党
エ
ソ
へ
定
レ
空
気
ノ
触
ル
ゝ
ナ
リ
'

一
以
下
略
)
　
(
巻
之
三
第
十
四
)

む
し
ろ
t
 
E
:
'
科
吉
の
方
が
「
汝
等
」
と
読
み
手
に
対
し
二
人
称
で
呼
び
か
け

る
形
に
な
っ
て
い
る
だ
け
'
わ
ず
か
に
読
み
手
意
識
の
強
い
文
体
で
あ
る
と
も

え
よ
う
。
そ
の
点
、
明
治
二
十
年
頃
の
読
本
教
材
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

明
約
二
十
年
刊
行
の
r
前
借
小
学
読
本
3
　
(
文
部
省
)
　
の
「
空
気
」
を
と
り

あ
げ
て
み
よ
う
。

吾
等
の
ま
は
り
に
、
1
柾
の
物
あ
り
て
'
常
に
吾
等
の
至
る
処
に
満
て
り
。

さ
れ
ど
、
共
物
は
、
色
も
無
-
'
臭
も
味
も
無
け
れ
ば
、
目
に
も
口
に
も

界
に
も
、
之
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。
こ
れ
即
ち
空
気
な
り
。
・

汝
等
'
若
し
速
に
走
る
か
'
或
は
手
を
振
る
と
き
は
'
此
空
気
の
、
顔
或
は

手
に
ふ
る
ゝ
を
覚
ゆ
る
な
ら
ん
。
夏
の
日
の
涼
し
き
風
は
、
即
ち
空
気
の

静
な
る
運
動
に
し
て
'
木
を
倒
し
家
を
破
る
大
風
は
'
空
気
の
は
げ
し
き

運
動
な
り
。
マ
†

空
気
は
'
正
に
酸
素
繋
素
と
云
へ
る
'
二
つ
の
葡
体
よ
り
成
り
て
'
吾
等
は

魚
の
'
水
中
に
住
む
が
如
-
'
此
空
気
の
中
に
住
み
、
之
を
呼
吸
し
て
生

活
す
。
若
し
'
此
空
気
無
き
処
に
至
れ
ば
、
恰
も
魚
の
'
水
中
を
出
で
た

る
加
-
'
忽
ち
死
に
至
る
べ
し
。
(
以
下
略
)
　
(
巻
之
七
第
十
二
課
)

こ
れ
を
先
に
あ
げ
た
明
治
六
年
の
F
小
学
読
本
』
と
比
較
す
る
た
め
、
同
じ

内
容
の
こ
と
が
ど
う
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
よ
う
。
r
小
学

読
本
」
を
○
印
、
r
司
.
舘
小
学
読
本
」
を
△
別
で
示
す
。

○
地
球
ノ
'
周
州
ヲ
包
ミ
テ
'
万
物
ノ
内
外
ニ
、
充
満
ス
ル
者
ヲ
'
空
気

ト
云
フ
、

△
吾
等
の
ま
は
り
に
'
1
種
の
物
あ
り
て
'
常
に
吾
等
の
至
る
処
に
満
て

h

ソ

0

0
空
気
ハ
'
其
色
相
ク
シ
テ
へ
透
明
ナ
ル
ヲ
以
テ
'
人
目
二
触
レ
ズ
'

△
其
物
は
'
色
も
鰯
-
、
臭
も
味
も
無
け
れ
ば
'
目
に
も
口
に
も
界
に
も
'

之
を
知
る
こ
と
能
は
ず
。

○
凡
地
球
上
ニ
'
生
は
ス
ル
モ
ノ
ハ
'
E
E
.
気
ヲ
呼
吸
シ
テ
'
共
益
ヲ
受
ケ

ザ
ル
者
ナ
シ
'
故
二
空
気
ヲ
生
は
物
、
第
7
ノ
要
晶
ト
ス
'

△
酋
等
は
'
魚
の
、
水
中
に
化
む
が
如
-
、
此
空
気
の
中
に
住
み
、
之
を

呼
吸
し
て
生
は
す
Q
若
し
'
此
空
気
無
き
処
に
至
れ
ば
、
恰
も
魚
の
、

水
中
を
出
で
た
る
如
く
、
忽
ち
死
に
至
る
べ
し
。
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体
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ば
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地
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で
あ
る
の
に



対
し
、
後
者
は
、
人
間
を
中
心
と
し
て
'
人
間
と
空
気
と
の
か
か
わ
り
の
視
点

か
ら
説
捌
し
て
い
る
点
に
相
違
が
あ
る
。
「
吾
等
」
人
間
の
「
日
に
も
口
に
も

卯
に
も
、
之
を
知
る
こ
と
能
は
ず
」
と
い
う
よ
う
に
'
人
間
の
感
覚
器
官
と
の

か
か
わ
り
で
空
気
の
性
質
を
説
明
し
て
い
る
。
前
者
で
は
、
そ
の
点
、
「
透
明

ナ
ル
ヲ
以
テ
'
人
目
二
触
レ
ズ
」
と
概
念
的
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
後
者
で
は
'
「
吾
等
」
と
空
気
と
の
か
か
わ
り
を
'
魚
と
水
と
の
関
係

に
た
と
え
て
'
読
み
手
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

教
材
内
容
を
児
童
中
心
'
児
童
生
活
本
位
の
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
へ

の
ち
の
読
本
教
材
の
め
ざ
す
基
本
的
班
念
と
な
る
の
で
あ
る
が
'
こ
の
明
治
六

年
と
明
治
二
十
年
の
文
部
省
編
の
読
本
教
材
の
表
現
法
の
差
異
に
'
は
や
そ
の

動
き
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
明
治
二
十
年
前
後
と
い
う
時
点
で
'
他
の
読
本
教
材
を
見
回
し
て

み
る
と
、
す
で
に
'
読
み
手
児
童
本
位
の
表
現
上
の
工
夫
が
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
'
そ
の
い
-
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

!3tSi

母
上
ハ
コ
ノ
暑
キ
ロ
二
紐
ヒ
物
ヲ
シ
給
フ
。
サ
ゾ
暑
カ
ラ
ン
'
扇
ギ
マ

ヰ
ラ
セ
ソ
.
団
扇
一
l
テ
扇
ゲ
バ
'
風
ノ
出
ゾ
ル
ハ
何
故
ナ
ラ
ン
O
私
ノ
思

フ
一
六
'
団
扇
ノ
中
二
風
ガ
ア
ル
ナ
ラ
ン
。

然
ラ
ズ
'
団
扇
ノ
中
ニ
イ
カ
デ
カ
風
ア
ラ
ン
。
今
汝
ガ
袖
ヲ
急
二
動
力

シ
テ
見
ヨ
。
ソ
レ
'
風
ガ
出
ヅ
ル
ナ
ラ
ソ
。
又
故
ガ
手
ヲ
急
二
動
力
シ
テ

比
ヨ
。
ソ
レ
'
亦
風
ガ
出
ヅ
ル
ナ
ラ
ン
。

▼
▼

汝
ハ
学
校
ニ
テ
空
気
ガ
好
キ
'
空
気
ガ
ア
シ
キ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
閉
キ
シ

カ
。
故
ノ
回
リ
エ
バ
空
気
ト
云
フ
者
7
-
。
団
扇
ヲ
動
力
シ
'
柚
又
ハ
手

ヲ
動
カ
セ
バ
空
気
モ
動
ク
。
空
気
ハ
動
キ
テ
人
ノ
身
ヲ
吹
キ
'
木
ノ
菜
ヲ

動
力
ス
。
今
風
吹
キ
テ
'
庭
ノ
木
ノ
究
ヲ
劫
カ
ス
バ
空
気
ノ
ワ
ザ
ナ
リ
。

-
_
;
:
y
^
-
.
0
.
-
j
‥
i
r
{
‥
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'
;
圭
;
.
'
-
f
-
j
蝣
_
蝣
;
蝣
蝣
"
　
　
　
　
　
」
蝣
[
.
'
.
'
:
-
i

こ
の
文
章
か
ら
懲
り
れ
る
刑
t
科
的
知
識
は
、
「
汝
ノ
回
リ
エ
バ
空
気
ト
云
フ

宕
ア
リ
」
と
、
「
風
」
は
「
空
気
ノ
ワ
ザ
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
の
で

あ
る
が
,
冒
頭
に
生
活
場
面
の
具
体
的
記
述
を
正
-
こ
と
に
よ
っ
て
'
読
み
手

が
読
む
こ
と
に
親
し
み
つ
つ
そ
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
・
る
。

「
風
ハ
空
気
ノ
流
動
ヨ
リ
起
ル
」

校
些
二
時
ヲ
報
ジ
。
子
弟
吉
ヲ
挟
テ
帰
ル
。
時
二
狂
風
暴
雨
ヲ
符
ビ
テ

来
タ
ル
。
〓
息
其
弟
ヲ
呼
デ
日
バ
ク
。
釆
ク
レ
。
姑
ク
路
傍
ノ
葦
虚
二
在

テ
。
風
雨
ノ
熔
ム
ヲ
符
タ
ン
。
(
中
略
)
弟
日
バ
ク
Q
風
ハ
元
ト
何
ヲ
以

テ
起
り
。
何
ヲ
以
テ
止
ム
モ
ノ
ゾ
。

見
目
バ
ク
。
吉
日
テ
芸
ヲ
琴
ア
之
ヲ
知
ル
。
元
来
風
ハ
空
気
ノ
流
動
ヨ

リ
起
ル
モ
ノ
ニ
テ
O
空
気
動
ケ
バ
風
ト
為
り
.
静
マ
レ
バ
風
無
キ
ナ
-
。

ロ
バ
ク
。
之
ヲ
動
カ
ス
バ
何
物
ゾ
。
日
バ
ク
'
日
輪
ノ
熱
ナ
リ
。
日
バ
ク
.

共
熱
如
何
シ
テ
カ
空
気
ヲ
動
力
ス
。

見
目
バ
ク
。
空
気
ノ
物
ク
ル
・
熱
ス
レ
バ
散
シ
。
熱
セ
ザ
レ
バ
架
マ
ル
。

此
衆
散
二
従
テ
。
空
気
ノ
流
動
ヲ
起
ス
O
是
ヲ
名
ケ
テ
風
ト
云
フ
.
(
以

下
i
V
　
(
m
H
-
-
:
?
!
'
.
-
;
i
小
:
I
.
い
"
-
'
<
-
'
'
-
'
蝣
'
小
-
J
　
;
"
三
　
十
　
　
「
.

:
i
=
2
咋
・
企
粘
i
<
T
P
刊
)

こ
れ
は
,
問
答
休
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
読
本
の
巻
ノ
三
に
は
'
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次
の
よ
う
な
寓
話
的
な
場
面
を
設
け
て
'
空
気
の
は
た
ら
き
を
説
-
教
材
も
あ

tC'J

「
空
気
無
ケ
レ
バ
生
物
死
ス
。
」

白
テ
児
女
六
七
翠
。
相
集
マ
-
テ
迷
蔵
戯
ヲ
ナ
セ
シ
ニ
。
1
少
女
松
子
ト

云
ヘ
ル
モ
ノ
。
唐
椎
ノ
内
二
歳
レ
ク
ル
ヲ
。
〓
血
潮
二
行
テ
共
蓋
ヲ
鋭
セ

・

.

T

V

f

^

_

<

;

-

-

-

蝣

蝣

:

-

i

‥

∴

　

　

　

　

i

-

1

-

-

'

　

　

ふ

・

・

∴

　

一

声
外
二
間
エ
ズ
。
故
二
亦
釆
リ
テ
救
フ
者
ナ
シ
'

竹
ク
シ
テ
。
浦
子
日
バ
ク
。
松
子
ハ
何
レ
ニ
在
リ
ヤ
。
童
子
日
バ
ク
。
唐

摂
ノ
内
二
在
り
。
我
ガ
鎖
セ
ル
ヲ
以
テ
。
出
ゾ
ル
コ
ト
得
ズ
ト
。
浦
子
聞

テ
之
ヲ
憐
:
,
-
行
テ
蓋
ヲ
発
ケ
バ
.
松
子
息
絶
エ
テ
応
答
無
シ
。
衆
児
大

工
驚
キ
Q
急
二
医
ヲ
軍
丁
。
漸
ク
救
フ
コ
ト
ヲ
得
ク
リ
。

時
二
医
師
二
盤
子
ヲ
呼
テ
日
バ
ク
.
汝
知
ラ
ズ
ヤ
。
凡
ソ
生
物
ハ
。
空
気

二
頼
テ
生
存
ス
ル
者
ニ
テ
。
空
気
無
ケ
レ
バ
忽
チ
死
ス
ル
老
ナ
リ
。
(
以

下
略
)
　
(
同
右
・
巻
ノ
三
第
三
十
課
)

こ
の
ほ
か
'
次
に
示
す
よ
う
な
問
い
か
け
調
'
語
り
か
け
調
の
も
の
、
さ
ら

に
は
、
口
語
体
の
試
み
の
も
の
も
あ
る
。

「
F
.
気
」

各
々
ハ
空
気
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
知
ル
カ
.
空
気
ハ
'
地
面
ノ
上
二
充
チ
テ
'

万
ノ
生
規
ノ
為
'
時
ノ
問
モ
無
ク
テ
叶
ハ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
。
斯
ル
大
切
ナ
モ

ノ
ニ
シ
テ
'
色
モ
ナ
ク
番
モ
無
ク
'
形
モ
ナ
キ
ハ
'
甚
ダ
イ
ブ
カ
シ
カ
ラ

ズ
ヤ
。
(
以
下
略
)
　
(
r
帝
国
読
本
j
巻
之
六
　
第
十
九
課
　
明
治
2
5
年
・

i
^
」
八
堂
刊
一
「
二
ツ
ノ
息
　
こ

私
ハ
、
今
、
此
話
ヲ
一
ツ
ノ
息
ト
云
ハ
ズ
ニ
、
ニ
ッ
ノ
息
ト
云
ヒ
マ
ス
ノ

ハ
'
ナ
ゼ
ト
云
フ
ニ
'
凡
ソ
'
人
ハ
'
息
ヲ
ス
ル
ク
ビ
ニ
'
ニ
ッ
ノ
逮
ウ

タ
息
ヲ
致
シ
マ
ス
.
T
ツ
ノ
息
ハ
'
内
へ
引
キ
'
1
ツ
ノ
息
ハ
'
外
へ
吹

ク
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
ニ
ッ
ノ
息
ハ
'
各
辺
ウ
テ
居
テ
t
 
t
旦
'
外
へ

吹
イ
ク
息
ハ
'
再
ビ
内
へ
吸
ヒ
込
ソ
デ
ハ
'
誠
ニ
ヨ
ク
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
リ

マ
;
‥
　
!
:
.
;
ド
:
蝣
-
:
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
∵
:
'
:
'
,
-
'
土
.
.
一
'
・
;

2
1
年
・
文
部
省
刊
)

こ
の
口
語
体
に
つ
い
て
は
'
教
科
書
の
「
締
言
」
に
'
「
是
レ
児
童
ノ
理
解

ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
-
ナ
ラ
ズ
'
琴
ア
又
弁
論
術
ヲ
モ
'
養
成
セ
ソ
ガ
為
ナ

リ
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
代
に
入
っ
て
作
ら
れ
た
'
当
時
と
し
て
は
異
色
の
文
芸
性
豊
か

な
教
科
番
と
い
わ
れ
た
'
坪
内
雄
蔵
著
r
e
語
読
本
し
尋
常
小
学
校
用
巻
七

(
明
治
3
3
年
・
古
山
房
)
に
も
「
空
気
」
と
適
す
る
も
の
が
あ
る
O
そ
の
書
き

出
し
は
'
次
の
ご
と
く
'
さ
す
が
に
文
芸
的
情
趣
に
富
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
の
の
め
の
空
白
み
て
、
う
す
ぎ
り
'
野
末
を
包
む
頃
'
戸
外
に
出
で
て
'

散
歩
す
れ
ば
'
朝
凪
、
ね
む
け
を
さ
ま
し
て
へ
心
地
さ
わ
や
か
な
る
べ
し
。

こ
れ
'
新
せ
ん
な
る
空
気
を
呼
吸
す
れ
ば
な
り
。
空
気
は
'
人
の
生
活
に
'

佃
て
て
か
な
は
ぬ
も
の
に
て
'
目
に
は
見
え
ね
ど
'
常
に
へ
我
々
の
周
閑

に
み
つ
。
(
以
下
略
)

こ
の
よ
う
な
授
数
の
教
科
書
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
文
体
提
示
の
後
の
第
1

期
国
定
教
科
書
に
同
類
の
題
材
の
も
の
を
求
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「風」

諸
子
、
こ
こ
ろ
み
に
、
家
の
う
ち
の
'
あ
ひ
隣
れ
る
、
大
小
の
二
宅
を
h
J
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ら
び
て
'
障
子
'
ふ
す
ま
を
し
め
き
り
へ
　
そ
の
小
室
の
内
に
、
大
い
な
る

火
鉢
を
す
ゑ
て
'
さ
か
ん
に
、
火
を
お
こ
し
'
そ
の
宝
の
'
じ
ゆ
-
ぶ
ん
'

あ
た
た
ま
り
た
る
時
へ
大
宅
と
小
室
と
の
問
に
'
立
て
た
る
ふ
す
ま
を
'

す
こ
し
'
開
き
て
、
図
の
ご
と
く
、
鴨
居
に
近
き
所
と
'
敷
居
の
上
と
に
'

火
を
と
も
し
た
る
贈
畑
を
起
き
て
'
し
ず
か
に
、
そ
の
煩
の
動
-
様
を
見

L
i
J
　
(
u
下
　
　
　
(
r
e
:
-
"
小
学
試
本
」
三
=
T
:
E
S
K
-
-
t
^
?
2
刊
)

文
.
f
i
休
で
あ
り
な
が
ら
'
口
語
的
な
調
子
に
近
づ
け
て
'
実
験
へ
観
察
の
プ

ロ
セ
ス
を
継
時
的
に
-
わ
し
-
述
べ
へ
そ
の
紙
只
か
ら
'
次
に
示
す
空
気
の
性

質
が
論
州
的
に
班
解
さ
れ
る
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
へ
空
気
は
'
冷
ゆ
れ
ば
、
こ
-
'
重
-
な
り
て
'
下
へ
'
お
り
'

暖
ま
れ
ば
'
う
す
-
'
軽
-
な
り
て
、
つ
ね
に
、
上
方
へ
'
の
ぼ
る
も
の

な
り
。
し
か
し
て
、
空
気
、
暖
ま
り
て
'
上
方
へ
t
　
の
ぼ
る
と
き
は
'
他

の
冷
え
た
る
空
気
は
、
そ
の
あ
と
を
う
づ
め
ん
と
し
て
'
動
き
来
る
も
の

な
り
。
　
(
以
下
略
)
　
　
(
同
右
一

こ
の
教
材
は
'
右
の
ご
と
き
叙
述
の
論
刑
性
と
'
段
落
構
成
　
(
こ
こ
で
は
そ

の
吟
味
は
省
略
す
る
)
　
に
う
か
が
わ
れ
る
論
p
 
f
的
展
開
の
明
確
さ
に
'
そ
れ
以

前
の
教
材
に
-
ら
べ
て
の
前
進
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
y
読
本
の
第
7

期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
口
語
文
休
の
教
材
が
増
加
し
て
い
-
中
で
'
こ
の
論

班
的
表
現
の
面
で
の
向
上
は
'
必
ず
し
も
は
か
ば
か
し
-
な
い
。
た
と
え
ば
へ

右
の
教
材
「
風
」
の
次
に
位
置
す
る
教
材
「
天
気
予
報
と
警
報
」
は
'
口
語
体

と
な
っ
て
い
る
が
'
そ
の
書
き
出
し
は
、

わ
れ
わ
れ
は
'
空
気
の
中
に
、
住
ん
で
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
へ
空
気
中

の
現
象
へ
す
な
は
ち
、
晴
れ
る
'
蛍
る
'
雨
が
降
る
t
.
風
が
吹
-
と
い
ふ

よ
-
な
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
治
の
う
へ
に
'
非
常
に
'
関
係
の
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
、
ま
へ
も
っ
て
'
知
る
と
い
ふ
こ

と
は
、
大
い
に
'
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
叙
述
内
容
の
論
即
性
が
'
文
語
文
に
-
ら
べ
て
明
瞭
に

浮
か
び
あ
が
っ
て
き
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
へ
明
治
期
後
半
か
ら
大
j
E
期
前
半
に
か
け
て
の
説
明
文
教
材
の

迎
脱
は
'
主
に
、
口
語
体
に
移
行
し
な
が
ら
の
文
章
形
式
の
工
夫
(
談
話
休
'

対
話
・
問
答
休
'
擬
人
は
を
用
い
る
も
の
な
ど
)
　
に
よ
っ
て
'
児
立
の
読
み
や

す
さ
'
教
材
内
容
へ
の
親
し
み
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
た
点
に
あ
る
と
言
っ
て
よ

m
口
語
体
が
確
立
し
て
か
ら
の
ち
の
文
体
の
質
的
な
変
化
へ
発
展
は
'
多
-
大

正
後
半
か
ら
昭
和
に
入
っ
て
の
教
科
書
改
訂
(
国
定
第
三
期
～
第
六
期
)
　
の
中

で
な
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
.
以
下
'
具
体
事
例
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
確
か

め
て
み
た
い
。三

第
三
期
国
定
読
本
r
村
営
小
学
国
語
読
本
3
巷
十
1
~
(
大
正
1
2
年
刊
)
と
、

第
四
期
の
r
小
学
国
語
読
本
]
)
巷
十
二
　
(
昭
和
1
3
年
刊
)
　
に
「
太
陽
」
と
適
す

る
教
材
が
あ
る
.
以
下
は
、
両
教
材
の
前
半
部
分
で
あ
る
。

怨
十
7
　
第
一
課
　
太
陽

地
球
上
に
存
在
す
る
も
の
で
'
太
陽
の
彫
轡
を
受
け
ぬ
も
の
は
1
つ
も
な

い
o
太
陽
の
光
と
熱
と
が
な
-
て
は
'
我
々
人
間
は
勿
論
'
あ
ら
ゆ
る
生

物
、
一
と
し
て
生
存
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
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こ
れ
ほ
ど
我
々
に
重
大
な
関
係
の
あ
る
太
陽
と
は
t
 
T
体
ど
ん
な
も
の
で

あ
ら
う
。
.
1
口
に
い
へ
ば
へ
白
熱
の
状
態
に
あ
る
7
大
火
球
で
、
之
を
形

造
っ
て
ゐ
る
も
の
は
'
液
体
に
近
い
気
体
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
さ
う
し
て

其
の
さ
し
わ
た
し
は
三
十
五
万
四
千
里
へ
即
ち
地
球
の
百
九
倍
余
り
に
当

り
'
共
の
容
桃
は
地
球
の
百
三
十
万
倍
に
当
っ
て
ゐ
る
。
温
度
は
表
面
で

約
六
千
度
、
内
部
に
入
る
に
随
っ
て
益
々
高
い
O
光
の
強
さ
に
至
っ
て
は

非
常
な
も
の
で
'
之
を
燭
光
で
い
へ
ば
十
三
の
下
に
零
を
二
十
六
も
つ
け

て
表
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
(
以
下
略
)

巻
十
二
　
第
二
十
二
　
太
陽

私
た
ち
人
類
に
と
っ
て
、
否
'
す
べ
て
の
物
に
と
っ
て
、
太
陽
は
ど
あ

り
が
た
い
も
の
が
あ
る
だ
ら
う
か
。

太
陽
は
'
私
た
ち
に
絶
え
ず
熱
と
光
と
を
送
っ
て
よ
こ
す
。
地
上
の
あ

ら
ゆ
る
生
物
は
'
此
の
熱
'
こ
の
光
の
お
か
げ
に
生
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

月
は
苑
の
仕
界
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
私
た
ち
は
す
で
に
知
っ
た
。
太
陽

こ
そ
は
'
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
泉
な
の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
泉
で
あ
る
だ
け
に
'
そ
れ
は
又
実
に
偉
大
な
存
在

で
あ
る
。
直
径
凡
そ
百
四
十
万
粁
も
あ
る
7
大
火
球
だ
と
い
ふ
。
も
ち
ろ

ん
'
か
う
言
っ
た
だ
け
で
は
殆
ど
見
当
が
つ
か
な
い
。
月
は
'
地
球
を
中
.

心
と
し
て
、
ぐ
る
　
-
　
触
っ
て
ゐ
る
C
'
今
か
り
に
其
の
ま
ゝ
そ
つ
-
り
移

し
て
'
地
球
を
太
陽
の
中
心
に
置
-
と
し
て
も
'
月
は
太
陽
の
内
部
を
姐

る
だ
け
で
あ
る
。
地
球
と
月
と
の
距
離
が
今
の
約
二
倍
な
-
て
は
'
月
が

太
陽
の
表
面
を
廻
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
又
も
月
を
直
径
三
碇
の
ピ
ン

ポ
ン
の
球
へ
地
球
を
十
二
煤
の
ゴ
ム
ま
り
と
し
て
見
て
も
'
太
陽
は
直
径

十
三
米
と
い
ふ
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
手
近
に
た
と
へ
る
も

の
が
見
つ
か
ら
な
い
。
　
(
以
下
略
一

な
お
'
後
者
は
」
第
五
期
の
r
初
等
科
国
語
1
八
.
(
昭
和
1
8
年
刊
)
　
に
も
こ

の
ま
ま
再
録
さ
れ
て
い
る
。

両
者
を
並
べ
て
み
る
と
'
前
者
の
方
が
よ
り
静
的
な
説
明
体
で
あ
り
、
後
者

の
方
が
よ
り
動
的
で
'
強
調
や
抑
揚
の
餌
著
な
文
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
ず
へ

後
者
の
冒
頭
の
T
～
に
と
っ
て
'
石
、
～
に
と
っ
て
'
～
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も

の
が
あ
る
だ
ら
う
か
」
の
切
り
出
し
方
、
「
月
は
死
の
他
界
で
あ
る
」
を
対
比

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

さ
せ
て
「
太
陽
こ
そ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
源
泉
な
の
で
あ
る
」
と
強
調
す
る

言
い
方
'
さ
ら
に
、
「
生
命
の
拡
泉
」
を
受
け
と
め
反
復
し
て
、
「
あ
ら
ゆ
る

生
命
の
醇
泉
で
あ
る
だ
け
に
'
そ
れ
は
又
実
に
偉
大
な
存
在
で
あ
る
」
と
捕
り

あ
げ
て
い
-
言
い
方
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

も
う
7
つ
の
相
違
は
'
太
陽
と
地
球
の
大
き
さ
の
追
い
の
説
明
で
あ
る
。
前

者
は
'
そ
れ
を
数
的
差
異
と
し
て
示
す
だ
け
で
あ
る
が
'
後
者
で
は
'
敗
的
な

説
明
を
「
も
ち
ろ
ん
、
か
う
言
っ
た
だ
け
で
は
殆
ど
見
当
が
つ
か
な
い
」
と
述

べ
て
'
月
、
地
球
'
太
陽
の
大
き
さ
と
距
離
と
の
関
係
を
'
ピ
ソ
ポ
ソ
球
や
ゴ

ム
j
i
6
り
に
よ
っ
て
具
象
的
へ
感
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

は
へ
子
ど
も
の
理
解
の
過
程
に
感
性
的
認
識
を
-
ぐ
ら
せ
て
理
性
的
認
識
を
柑

さ
せ
よ
う
と
す
る
文
体
上
の
配
慮
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
者

は
'
そ
の
感
性
的
認
識
が
表
現
上
の
強
調
や
抑
揚
と
あ
い
ま
っ
て
効
果
的
に
果

さ
れ
る
よ
う
書
か
れ
た
説
明
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
教
材
が
そ
の
ま
ま
ひ

き
続
き
第
五
期
教
科
各
に
載
せ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
面
で
の
H
L
越

性
が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
か
と
思
う
。

こ
の
感
性
的
認
識
を
-
ぐ
ら
せ
る
文
体
の
形
成
が
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
の

説
明
文
教
材
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
た
と
孝
乙
て
よ
い
。
そ
の
文
体
形
成
の
過
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程
を
も
う
1
つ
の
事
例
で
考
察
し
て
み
よ
う
。
第
五
期
国
定
r
初
等
科
国
語
し

三
の
「
油
蝉
の
1
生
」
と
第
六
期
r
国
語
J
第
四
学
年
・
中
(
昭
和
2
2
年
刊
)

の
「
あ
ぶ
ら
せ
み
」
で
あ
る
。

ま
ず
へ
後
者
の
冒
頭
部
分
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
内
容
に
相
当
す
る
前
者
の
部

分
と
比
較
し
て
み
る
。

○
　
夏
の
終
り
に
、
庭
の
ま
つ
の
木
の
か
れ
え
だ
の
皮
に
生
み
つ
け
ら
れ
た
'

あ
ぶ
ら
ぜ
み
の
た
ま
ご
が
あ
り
ま
し
た
。

親
ぜ
み
の
は
ら
の
さ
き
に
あ
る
は
そ
-
と
が
っ
た
-
だ
の
さ
き
で
、
か

た
い
皮
に
あ
な
を
あ
け
て
'
て
い
ね
い
に
生
み
つ
け
て
お
い
て
-
れ
ま
し

た
の
で
'
寒
い
冬
も
ぶ
L
に
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
が
き
て
も
'
た
ま
ご
は
そ
の
ま
ま
で
し
た
3
暑
い
夏
が
や
っ
て
-
る

と
、
た
ま
ご
は
、
は
じ
め
て
か
え
り
ま
し
た
。
二
ミ
リ
ほ
ど
あ
る
'
自
い

う
じ
の
よ
う
な
よ
う
ち
ゅ
う
が
'
は
い
だ
し
て
'
ま
つ
の
ふ
と
い
み
き
を

っ
た
っ
て
、
地
面
に
向
か
っ
て
'
す
べ
っ
た
り
こ
ろ
が
っ
た
り
し
て
お
り

て
い
き
ま
し
た
。
(
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
)

○
　
夏
の
末
に
な
る
と
'
親
印
は
'
木
の
皮
に
き
ず
を
つ
け
て
、
そ
の
中
に

卵
を
生
み
ま
す
。
卵
は
'
そ
の
ま
ま
で
冬
を
越
し
て
'
あ
-
る
年
の
夏
か

え
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
'
二
-
リ
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
'
自
い
う
じ
の
や

う
な
も
の
で
す
.
こ
の
小
さ
な
虫
が
'
や
が
て
木
を
お
り
て
'
い
つ
の
ま

に
か
'
柔
か
い
土
の
中
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
し
ま
ひ
ま
す
。
一
「
油
蝉
の
一
生
」
)

「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
の
方
は
'
す
べ
て
文
末
が
「
ま
し
た
」
で
統
7
さ
れ
て
い

て
場
面
的
描
写
性
に
富
み
'
そ
れ
に
-
ら
ペ
る
と
「
抽
脚
の
1
生
」
は
'
「
で

す
」
　
「
ま
す
」
で
結
ば
れ
て
い
て
、
説
明
性
が
強
い
。
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
の
古

き
出
し
は
、
物
語
的
で
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
内
容
の
科
学
性
が
滞

い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
親
ぜ
み
が
「
か
た
い
皮
に
あ
な
を
あ
け
て
、

て
い
ね
い
に
生
み
つ
け
て
お
い
て
-
れ
ま
し
た
の
で
'
琴
い
冬
も
ぶ
じ
に
こ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
.
」
と
い
う
叙
述
は
'
「
親
蹄
は
'
木
の
皮
に
き
ず
を
つ
け

て
、
そ
の
中
に
卵
を
生
み
ま
す
。
」
に
-
ら
べ
て
'
感
覚
的
で
あ
る
と
同
時
に
'

卵
の
冬
越
し
を
可
能
に
す
る
生
み
つ
け
方
を
S
l
ボ
し
て
い
る
点
で
t
よ
り
科
学

的
で
あ
る
と
言
え
る
。
感
性
的
認
識
と
理
性
的
認
識
の
両
面
を
導
-
表
現
で
あ

る
。「
油
蝉
の
1
生
」
は
'
全
文
が
「
ま
す
」
　
「
で
す
」
体
で
統
1
さ
れ
て
い
る

が
'
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
は
'
右
に
示
し
た
冒
頭
部
分
の
あ
と
へ
土
の
中
の
せ
み

の
子
の
生
態
は
「
ま
す
」
　
「
で
す
」
で
叙
述
さ
れ
、
再
び
地
上
に
出
て
か
ら
の

行
動
は
'
ま
た
「
ま
し
た
」
調
に
も
ど
っ
て
い
る
。
そ
し
て
'
せ
み
が
皮
か
ら

抜
け
出
る
と
こ
ろ
は
'
活
写
法
と
し
て
現
在
形
「
ま
す
」
が
混
入
し
て
-
る
。

も
う
す
っ
か
り
く
ら
く
な
り
剖
u
吋
。
あ
め
色
の
せ
な
か
に
へ
た
て
の
す

じ
か
は
い
り
'
わ
れ
め
か
で
き
剖
u
J
叫
。
す
る
と
へ
中
か
ら
'
み
ず
み
ず

し
い
'
や
わ
ら
か
い
'
せ
み
の
か
ら
だ
が
は
み
だ
し
て
き
剖
u
d
。
せ
な

・
'
,
'
-
;
;
ハ
.
い
　
　
　
　
　
L
I
蝣
蝣
'
;
.
,

で
剖
u
也
。
た
だ
'
は
ら
の
下
の
ほ
う
だ
け
が
皮
に
か
く
れ
て
い
封
。

す
な
わ
ち
'
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
で
は
'
せ
み
の
地
上
で
の
行
動
は
'
あ
る
7
回

性
の
具
体
的
場
面
を
観
察
へ
活
写
す
る
文
体
で
叙
述
さ
れ
'
地
中
で
の
'
じ
か

に
観
察
で
き
な
い
'
七
年
間
に
も
及
ぶ
成
長
過
程
は
'
普
遍
的
生
物
学
的
現
象

と
し
て
説
明
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
へ
　
「
油
蝉
の
1
生
」
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は
'
蝉
独
に
読
む
と
描
写
的
で
あ
る
が
、
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
に
-
ら
ペ
る
と
、

全
休
が
1
質
し
て
t
よ
り
説
明
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
あ
ぶ
ら
ぜ
み
」
の
方

は
'
結
末
も
「
せ
み
の
死
か
い
は
、
あ
り
た
ち
が
よ
っ
て
た
か
っ
て
ひ
い
て
い

き
ま
す
が
'
あ
の
ぬ
け
か
ら
だ
け
は
へ
い
つ
ま
で
も
え
だ
の
さ
き
に
か
た
く
す

が
り
つ
い
て
い
ま
す
。
」
と
あ
っ
て
余
韻
を
培
わ
せ
'
冒
頭
に
呼
応
し
て
文
学
的

函
E
3
E
S

L
か
し
へ
そ
の
中
で
'
せ
み
の
子
虫
の
行
動
を
'
「
虫
た
ち
は
'
唱
烈
慧
q

・
¥
J
.
　
　
'
'
・
V
>
i
-
ハ
'
・
*
.
'
'
:
*
/
-
.
.
-
∵
T
.
・
し
:
.
-
・
-
-
^
ハ

の
根
を
さ
が
し
て
あ
る
き
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
中
の
疑
問
形
は
'
科
学
的
認

識
を
志
向
す
る
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
し
る
の
多
い
木
の
根
を
さ

が
し
当
て
'
そ
の
し
る
を
吸
う
行
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
部
分

も
'
自
然
へ
の
認
識
を
得
さ
せ
る
表
現
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

虫
た
ち
は
'
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
'

だ
れ
も
教
え
て
-
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
の
あ
か
ん
ば
が
'

し
た
の
さ
き
を
じ
ょ
う
ず
に
つ
か
っ
て
ち
ち
を
の
む
の
と
同
じ
よ
う
に
'

し
せ
ん
に
そ
な
わ
っ
た
か
し
こ
さ
で
'
こ
れ
で
じ
ょ
う
ず
に
生
き
て
い
く

の
で
す
。

・
「
し
せ
ん
に
そ
な
わ
っ
た
か
し
こ
さ
」
と
い
う
た
-
み
な
言
い
方
で
自
然
の

理
法
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
3
　
「
七
年
の
月
日
が
た
っ
た
こ

ろ
、
せ
み
の
子
た
ち
は
'

れ
い
の
ふ
し
ぎ
な
か
し
こ
さ
で
、
も
う
大
き
く
な
り

き
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。
」
と
い
う
表
別
も
あ
る
。

こ
う
し
た
表
別
は
'
「
仙
郷
の
1
生
」
の
方
に
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
の

差
異
に
'
感
性
的
把
捉
を
豊
か
に
さ
せ
な
が
ら
理
性
的
認
識
を
7
歩
深
め
う
る

教
材
文
体
の
形
成
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
'
再
び
寺
田
寅
彦
の

言
い
方
を
借
り
れ
ば
'
二
つ
の
も
の
を
よ
く
玩
味
し
て
そ
の
う
ま
さ
か
わ
か

れ
ば
他
の
も
の
へ
の
食
欲
は
お
の
ず
か
ら
誘
発
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
可
能

に
す
る
教
材
8
7
つ
の
あ
り
方
を
具
体
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

四

科
学
的
認
識
と
文
学
的
認
識
の
相
関
か
ら
生
ま
れ
た
寺
田
寅
彦
の
エ
ッ
セ
ー

が
'
以
上
に
素
描
し
た
国
語
教
科
書
説
明
文
教
材
の
め
ざ
す
7
つ
の
到
達
点
に

あ
る
こ
と
は
'
論
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
、
「
茶
わ
ん
の
沿
」
の
文
体
は
、
先

に
考
察
し
た
「
あ
ぶ
ら
せ
み
」
の
文
体
と
は
'
質
的
に
異
な
る
面
を
も
も
っ
て

い
る
。

第
1
に
'
粉
の
表
面
か
ら
は
'
白
い
沿
気
が
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
熱
い
水
蒸
気
が
ひ
え
て
、
小
さ
な
し
ず
-
に
な
っ
た

の
が
'
佃
数
に
む
ら
か
っ
て
い
る
の
で
'
ち
ょ
う
ど
雲
や
き
り
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
す
。

「
茶
わ
ん
の
沿
」
は
'
右
の
ご
と
-
、
無
駄
な
-
淡
々
と
語
っ
て
い
き
な
が

ら
'
そ
の
内
容
展
開
に
ゆ
る
ぎ
な
い
論
理
性
を
梢
築
し
て
い
る
。
そ
れ
は
'
昭

和
三
十
年
代
に
入
っ
て
'
説
明
文
教
材
が
論
理
的
文
章
の
学
習
の
立
場
か
ら
f
j
.
:
サ
*
;

要
祝
さ
れ
始
め
て
か
ら
の
ち
の
'
教
材
文
体
の
あ
り
方
を
も
導
-
文
体
の
規
範

性
を
も
嘩
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
検
討
は
'
次
の
機
会
を
得
た
い
.
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注
1
　
「
r
茶
碗
の
沿
l
の
こ
と
な
ど
」
(
r
中
谷
宇
吉
郎
随
筆
選
集
l
第
1
巷

昭
和
4
1
年
6
月
・
朝
日
新
聞
社
刊
　
　
ペ
ー
ジ
)

注
2
　
r
寺
田
寅
彦
全
集
』
第
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